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櫛田川は、その源を三重県松阪市飯高町と
奈良県吉野郡東吉野村の県境に位置する高
見山に発し、蓮川等の支川を合わせながら東
流し伊勢平野に出て佐奈川を合わせた後、松
阪市法田で祓川を分派し流路を北に転じ伊勢
湾に注ぐ一級河川。 



流域の区域分け 

櫛田川 



2018.10.22～23 

インプットデータ 

アメダスデータ 

この収集豪雨では、上流
域では、上流での豪雨が
おこり、これが下流側に
移って来るという、もっとも
氾濫を起こしやすいケー
ス。 

櫛田川には、洪水対策用と
して使えるダムが設けられ
ているので、この地域での
豪雨をどれだけ貯水できる
かがポイント 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を
分析。これより
その地点での
流出可能量
Voを経時的に
計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 

放水路の能力 



ダムの運用  引原ダム 

ダムの状況 

このダムのA Zoneの降雨の全量を貯水すること

ができる。ダムの有効貯水量が大きく、降雨の降
り始めから貯水しても、十分容量がある。 



但し、櫛田川の河口には放水
路がある。この効果は？ 

氾濫の可能性  櫛田川の河口 付近 

堤防の高さは2.0メートルとし
たが、大丈夫か? 



放水路の取り扱い 

この放水路は、幅が22m である。流れの高さは、本流の水位以上は、本流が

氾濫するので、意味が無い。従って、河川敷の出の高さと堤防の高さの合計が、
放水路の高さとする。 

 つまり、本流の土手の高さまで､氾濫を防げるものであれば良いことになる。
そこで、ここでは、1.5+2.0= 3.5とした。 
 



ダムの運用ができない時。 

櫛田川の上流にある洪水対策とし
てのダムの貯水量は十分ある。こ
れと放水路を利用することにより、
氾濫を防ぐことが出来る。 

A Zone の降雨の
影響？ 



因みに、蓮ダムの運用ができない時 

放水路が、非常に重要な役割を果たしていることが分る。 
放水路がなければ、氾濫の可能性がある。 



氾濫の可能性 両郡橋附近 

堤防の高さは4メートルとした
が、大丈夫か? 

放水路は使えないので、ここでは、
高さを0mとしている。さて氾濫の

の可能性は？ 



氾濫の危険性 あり 

A Zoneでの
流量がダム
に有効に貯
水されてい
れば・・・。 

両郡橋付近での氾濫の可能性 
ダムの運用をしない時 



蓮ダム運用の効果 

ダムの活用により、この地域での氾濫の可能性を抑え
る事ができる。 



櫛田川には、河口附近に放水路がある。放水路は、河川の反乱を防ぐもの
で、この放水路から流水を受け入れ、放流することが機能となっている。した
がって、その能力を河川の流失能力として加味することとした。氾濫の可能
性の無いときには水位は問題とならない。最高水位は、本流の土手を超えな
い程度まで、機能するものとした。すなわち、この水位より、たかくなっても、
本流で氾濫が起こってしまうと、放水路としていの意味がないことになる。 
 

櫛田川の場合、上流にある蓮ダムとの併用により、氾濫を防ぐ機能が非常に
よく働いて居る事が分る。 
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